
７・８ 月 号

７月８月の行事予定

１日(水) 求人票受付開始 ８／１日(土)～８／２３日(日) 夏季休業

２日(木) 薬物乱用防止教室(2年) １日(土)～ ７日(金) 夏期課外①(3年)

ＳＣ思春期講話(1年) ３日(月)～ ７日(金) 夏期課外(2年，ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ)

小論文ガイダンス(3年) ３日(月)～ ５日(水) 夏期課外(1年)

３日(金) 課題研究ガイダンス(1年) ８日(土) 全統記述(2年)

９日(木) 分野別小論文ガイダンス(3年～10日) ８日(土)～ ９日(日) 第2回全統マーク模試(3年)

保健講話(1年) １２日(水)～１４日(金) 学校閉庁日

１１日(土) 進研模試(1,2年) １７日(月)～２１日(金) 夏期課外②(3年)

１２日(日) 全商ﾋﾞｼﾞﾈｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ検定 ２３日(日) 英検二次

１４日(火) 第3回交通安全指導･第2回挨拶運動 ２４日(月) 全校集会 レシテーションコンテスト

１６日(木） 生徒会立会演説会･投票 ２５日(火) 第4回服装頭髪検査

１７日(金) 英検一次(本校会場) ２６日(水) 煌南祭準備

２９日(水) 赤本市(3年) ２７日(木) 煌南祭(準備・開会式・発表)

３０日(木) ３年夏期課外テキスト販売(被服室) 進路希望調査②

租税教室(情報会計科1年) ２８日(金) 煌南祭(発表・片付け)

３１日(金) 全校集会･街頭補導

実践小論文(3年) ９／ ４日(金) 進学推薦会議①

９／１７日(木) 就職推薦会議①

共通テスト １月１６日まで 就職試験開始１０月１６日まで

・・・あと１９７日 ・・・あと７３日

求人票が７月１日から公開されました！

高卒求人票が例年通り７月１日から公開されました。新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け、求

人数の大幅減を心配していましたが、この福島管内はそこまでひどくはなさそうです。ただ、今年は事

務職を採用せず、現業職のみ採用する企業や指定枠で本校から毎年採用していた企業が採用を見合わせ

るなど、昨年よりも厳しい就職活動になることは間違いありません。ハローワーク・福島市・伊達市主

催の企業説明会への参加、夏休み中の応募前職場見学、希望企業の決定、推薦会議、履歴書等の書類の

作成、面接練習、１０月１６日からの採用試験・・・等将来を決めるための就職活動に次から次へとて

きぱきと冷静に対応していかなければなりません。人任せではなく自分で行動して正しい判断をしてい

ってください。

オンラインオープンキャンパスに参加してみよう！

志望校を決めるためにはいろいろな情報収集が欠かせません。大学のＨＰ、大学案内・パンフレット、

知り合い・先輩などから話を聞く等いろいろな方法で情報を集めていると思います。新型コロナウィル

ス感染拡大防止の観点から大学のオープンキャンパスが中止になっているところが多いですが、代替で

令和２年 ７月１５日

福島南高・進路指導部



オンラインオープンキャンパスやオンライン進学相談会を実施もしくは計画しているところが増えてい

ます。各大学からきた学校推薦型選抜（指定校推薦）などの条件をまとめていても、出願条件になって

いたり、特待生になるために有利になったりするケースも見られます。もっともそのためだけではなく、

自分の興味・適性にあった志望校を決めるため、そして受験対策のために積極的に参加してみましょう。

まずは気になる学校のＨＰを確認してみてください。

３学年小論文指導始まる

■７月２日（木）「小論文ガイダンス」、計１１３名 の３年生が参加

■３学年分野別小論文ガイダンス 7月９日（木）・10日（金） 放課後１６：３０～

分野は「経済・経営」「行政・法学」「国際関係・語学」「教育」「人文」「食物栄養・家政系」

「理学・工学」「医療福祉」など。

内容は

○分野別 知っておきたい知識、今ホットな話題・キーワード

○夏休み中やっておくべきこと、今後の取り組みとアドバイス

○分野別推薦図書 など

今後予想される傾向→（2020年度入試から） ☝今後もこの傾向は続くだろう
・ＡＩ（人工知能）
➡ 注目!工学、経営、教育学部で出題、医療・福祉系でもＡＩに関連した問が増加。

・格差社会・貧困問題
➡格差が生むさまざまな問題をどう解決していくか。教育・医療・地域・世代の格差問題は多岐に
渡っており、根深い問題。

・ソーシャルメディアの拡大・ネットユーザーに関する問題
➡指殺人が社会問題!法の整備か。リテラシー

・人口減少と高齢化をめぐる問題
➡社会保障費の拡大、財政赤字との関連、人口減少緩和のため移民、外国人労働、女性の活用という
観点で。※人口減少社会と地域の衰退、消滅～人口移動、地方消滅のデータがよく活用される。

・東京オリンピック（東京パラリンピック）もまだ話題性あり。
・政治に関する出題が多い印象
➡民主主義の基本、多数決、ポピュリズム、政治におけるレトリックなどが切り口

・国際化の視点➡グローバリズムとナショナリズム
・教育学部では、新課程を意識したＡＬ(アクティブラーニング)的な出題が過去問に散見された。
今後は、入試制度改革なども話題になるだろう。

災害と日本、新型コロナウイルス、働き方改革、エネルギー問題など、社会は目まぐるしく変化します。

例年６月から９月頃のニュースやトピックスが出題されることが多いので、要注意☝

情報は「新聞」や「関係文献」から収集を!
・『朝日新聞』から大学入試の７割近くが出題されている。小論文だけでなく一般入試問題にも出題されて
いるので、必読!「天声人語」からも出題される。

・夏季休業中は、図書室から自分の進む分野に関する文献を探し、読んでまとめて、自分なりの考えを論
理的に書く練習を重ねましょう。

知識は一朝一夕には身に付きません!知識なくして小論文は書けません。



現役合格のために 失敗を成功へつなぐ術

「新型コロナ感染防止」、「with コロナ」ということで今年度の日々の受験関連行事（センターテスト

分析会、大学説明会）などが中止またはオンラインでの開催となってしまった。今後実施される入試自

体もまだ不透明なことも多い。そのような今、受験生は腰を据えて努力するだけ、前進あるのみと私は

思っている。学校推薦型入試（指定校や公募推薦）や総合選抜型入試（旧ＡＯ）などの事務処理の合間

に廃棄しようと、ある受験雑誌を見てみると是非皆さんに再度確認してほしいようなこと（全国の受験

の先輩たちの失敗＆受験のタブー）がたくさん掲載されていた。読んだことがある人もいるかもしれな

いが、そのような皆さんも受験対策（日々の学習）が順調に進んでいるかをセルフチェックする意味で

も今一度読み返してみてほしいと思う。

【先輩たちの失敗編】

（学習計画）

○漫然と、その日の気分でやりたい科目、得意科目など、できることだけをする計画ではダメ

○優先順位や到達目標を考え、無理のない範囲で１週間・１日単位など、ある程度細かく学習計画を

考える。

○計画を再調整できるよう、予備日も設けたい。

○あれもこれもとやるべきことを詰め込みすぎても達成できないと予定がずれこみ、計画が崩れて

いく。

○細かすぎる計画を立てること自体が時間の浪費となる。

○１日に最低限の学習ノルマ＋αを課し、予備日を設けるなど、柔軟性を持たせることも大切。

（勉 強）

○できるだけ速く基礎を固めることが大切。

○基礎固めは教科書などを完璧にすることを優先する。

○基礎を疎かにすると、応用問題にスムーズに入っていけず、かえって時間を浪費することになる。

○模試などで苦手分野を洗い出し、基礎に戻って勉強する。

○わからないことは参考書で調べたり、先生に聞いたりして解決する。

○模試・過去問とも解きっぱなしではダメ。間違えた箇所を復習して確実に解けるようにし、類題に

も取り組んでおきたい。

○過去問演習を重ねて、自分に合った解答の手順・時間配分のコツをつかむ

○志望校のセンター・２次の配点比重から、対策の時期・量を見極める。

（生活・メンタル）

○早寝早起きの規則正しい生活を送り、健康を維持し、勉強への集中力を高める。

○自分は自分！仲間の早期入学などの動向に影響されないように。

○家族・先生・友人との人間関係を良好にして受験勉強を有利に進める。

○スマホとはうまく付き合いたい。

※ 受験のタブー編は、人による、ケースバイケースであると判断し、この紙面への掲載は控えます。



”できる受験生”はこうする！ 失敗への対処「３つの鉄則」

失敗と上手に付き合い、結果＝合格につなげる！

鉄則１ …失敗は準備で防ぐ。準備への意識を全面改革する。

・成功ｏｒ失敗？結果は準備の時点で決まっている。

・失敗を防ぐために、とにかく準備にこだわる。

・「ケアレスミス」を禁句にしよう。

鉄則２ …失敗を分解し、行動に変え、成長に転換する。

・失敗は成功のチャンス！まず分解し、対処を探る。

・行動に変えることで、次の結果につながる。

・モチベーションの向上も失敗に打ち勝つカギに。

鉄則３ …改善を積み重ね、成功するまで、やり抜く。

・悩むのは時間の無駄。次のために「考える」。

・"振り返り"を習慣化し、課題を見つけてチャレンジ。

・ワクワクする課題を見つけ、実験を重ねて成長する。

・毎週が勝負。１週間に１つマイルールを決めよう。

今年はたったの２３日間というとても短い夏休みですが、しっかり計画を
練って夏休みにしかできないことに積極的に取り組み、今までにない充実
した夏休みにしてください。健闘を祈る。


